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日本が学ぶべきVUCA時代のイノベーション
～社会課題を解決し、市場創造を行うための方策とは～

　破壊的とも言える様々な変革の波、技術革新が世界を席巻し、コロナ過を経て人々の価値観も大きく変化しま
した。経済環境も円安、購買力・国際競争力の低下など厳しい状況が続いており、それらに対応しつつ新たな価
値を提示していかなければ企業が競争力を維持することが難しいVUCAな時代となりました。このVUCA時代で
は、グローバルに目を向け、全く違う価値観や日本より先を行く先端事象に触れながら、日本と日本企業の戦
略、取り組みを客観的に見直し、新たな価値創造の方策を考えることが必要です。
　第26回を迎える当セミナーでは、先行きの見えない不確かな時代に価値を創造しイノベーティブな戦略を創り
上げるための土台としての情報収集のために、高度な技術産業や多様な文化、先進的な取り組みについて学ぶべ
き点が多いシンガポールと台湾を訪問し、そのマーケット特性や都市の成長戦略、社会課題、現地企業のイノ
ベーティブな取り組みを把握しながら、課題解決型ビジネスの本質を探り、日本企業が考えるべきマーケティング
や経営戦略についてのヒントを探ってまいります。

と　き

2024年

1月 21日（日）～ 27日（土）
ところ

シンガポール、台湾

テーマ



開 催 要 領  
 
総合テーマ：「日本が学ぶべきＶＵＣＡ時代のイノベーション」 
       ～ 社会課題を解決し、市場創造を行うための方策とは ～ 

訪 問 国： シンガポール、台湾（台北） 

目  的： ①日本とは違う価値観や異質なモノ、コトに触れ、イノベーションのヒントを探る。 

 ②日本の一歩先を進む国を訪問し、スピーディな取り組みの源泉や革新的な考えを吸収する。 

 ③市場環境や国民性、都市の成長への意欲を把握し、自社へその経験を還元する。 

シンガポール・台湾の視察を通して下記について把握・考察・研究します。 
■イノベーションをもたらすテクノロジー 

新しいテクノロジーを用いた生活者への価値提供や市場の動向を把握し、イノベーションの源泉を探ります。 

■社会課題解決への一手 

国・都市の状況、マーケット特性、社会課題の根本を把握し、課題解決に向けての事業戦略を考えます。 

■市場創造 

少子高齢化が進み、経済環境も悪化する日本の課題解決のために、市場をどのように創るのかについて考えます。 

期   間： ２０２４年 １月２１日（日）～２７日（土） ＜７日間＞ 

 
訪問先予定：シンガポール 

（順不同） ・Ｓｉｉｘ 〔電子機器製造受託サービス、イノベーション支援〕 
 ・Ｂｌｏｃｋ７１ 〔シンガポール国立大学スタートアップ支援、エコシステム構築〕 

 ・ＳＴ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 〔自動運転、ＭａａＳ〕 

 ・マリーナベイ・サンズ／リゾート・ワールド・セントーサ 〔統合型リゾート〕    他 
 

 台湾（台北） 
 ・Ｇｏｇｏｒｏ 〔台湾ユニコーン企業 電動スクーターメーカー〕 

 ・Ｉｋａｒａ 〔アジア最大規模インフルエンサーマーケティングプラットフォーム運営〕 

 ・新竹サイエンスパーク 〔イノベーション拠点、ビジネス・エコシステム推進〕 

 ・工業技術研究院（ＩＴＲＩ） 〔自動運転レベル４研究、ベンチャー企業支援〕 

    ・国瑞汽車 〔自動車製造・販売〕    他 

  ※上記訪問先を予定して折衝を進めてまいりますが、企業の都合・⾏程上の理由により訪問先が変更となる場合があります。 
 また、訪問先によっては、同業他社に相当する場合等、受入をお断りする企業がございますことご了承願います。 

 ※宿泊ホテル（⼀⼈⼀室利⽤） シンガポール︓フラマ リバーフロント シンガポール    台湾︓ホテルコッツイ台北⺠⽣館 

 

訪問国紹介： 

 

      
●シンガポール 
 安定した経済成⻑を達成しており、世界有数の⾦融センターとしての地位を確⽴。多⺠族国家でありながら政治的
な安定性を維持しており、政策の遂⾏能⼒、産業政策の柔軟性、税制の競争⼒、投資環境の整備など、ビジネスを
促進するための環境整備が充実。先進的な技術を活⽤した DX やスマートシティ構想なども推進しており、都市の効
率性と⽣活の品質を向上させる取り組みが⾏われている。また、統合型リゾートの整備なども含めてイノベーション分
野、観光分野で⾼い競争⼒を誇る。 

●台湾 
 輸出に依存した経済構造を持ち、少⼦⾼齢化が加速的に進⾏するなど⽇本と似たような状況にある。半導体産業
や ICT 分野では世界的なリーダーとしての地位を築いており、⽇本と同じく製造業が主⼒産業。その中でも近年は研
究開発投資に注⼒し、バイオテクノロジーやグリーンエネルギーへの取り組み、環境技術の向上、スマートテクノロジーの
導入が進む。それらの技術⾰新、持続可能な経済成⻑への取り組み等から、かつ、中国との関係性や地政学的要因
によって国際社会から注⽬を集めている。 



視 察 団 編 成 

参 加 要 領 

    

    

団 長 ㈱ 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 顧問 小笠原   剛  氏 

  （中部マーケティング協会 会長） 

      

運 営 

幹 事 

豊 田 合 成 ㈱ 営業本部営業企画部部長 加  藤    克  氏 

ト ヨ タ 自 動 車 ㈱ 国内業務部 事業戦略・人事総括室室付主幹 大  薮  智  之  氏 
ブ ラ ザ ー 工 業 ㈱ 新規事業推進部事業推進グループグループ・マネジャー 川  上  貴  敏  氏 

名 港 海 運 ㈱ 輸入第２部部長補佐 駒  田    心  氏 

●上記幹事については当セミナーの企画・運営を進める上で、中心的なお役割をお願いしております。 

 

 

 
１．参加経費概算  １名につき約７５万円 （ビジネスクラス希望の場合は約４０万円～追加） 

 参加経費項目等 

①航空運賃・空港税  ②滞在費〈宿泊費、食事代、団体行動中の現地交通費、チップ・サービス料〉  ③渡航手続費   

④運営随行経費〈旅行社添乗員経費・事務局随行経費等〉  ⑤共通経費〈コーディネート代、訪問先手土産品代、通訳費等〉   

⑥現地入場料・資料代  ⑦事前・事後会合費  ⑧報告書・行動手帳・実施企画書印刷費  ⑨消費税 

注１ 集合、解散ともに中部国際空港となります。中部国際空港までの往復交通費は含みません。 

注２ ビジネスクラスにつきましてはご要望いただいてからの手配となるためお取りできない可能性がございます。また、手配後に追加料金が確定
いたしますことご了承ください。 

注３ 上記以外の別途加算費用：①燃油サーチャージ ②行程中の食事の際の飲物代（食事代は参加費に含む ※自由昼食は除く）  
③現地オプション代 

注４ 上記以外の個人負担金：①超過手荷物料金 ②関税 ③自己手配飲物 ④旅行傷害保険料 ⑤ホテルのルームサービス、クリーニン
グ、ミニバー、インターネット利用など団体行動以外の個人的諸費用 

注５ キャンセル料について 
１１月２０日（月）以降の取消及び参加者変更は規定のキャンセル料・変更手数料をご負担いただきます。テロ、疫病、戦争等国際情勢によ
り視察が中止となった際におきましても、同様のキャンセル料をご負担いただきますのでご了承ください。 

注６ スケジュール、航空運賃、滞在費、為替レートなどの変更が生じた際には、参加経費の変更がありますことご了承願います。 

２．渡航手続きのためのお願い（パスポートについて） 
①旅券（パスポート）は各自で申請のうえ、１１月１３日（月）までにご準備願います。 

②パスポートの有効期限が２０２４年７月末日まで、また、査証欄の余白ページが２ページ以上必要です。 

※お申込み時にいただいた個人情報については、手配依頼旅行社と共有の上、準備を進めさせていただきますのでご了承願います。 

３．全体スケジュール（以下の日程にて開催いたしますので、ご予定願います） 

 

 

 

 
 
 

４．手配依頼旅行社 

㈱ＪＴＢ  〒453-6106 名古屋市中村区平池町４－６０－１２  ＴＥＬ ０５２-５５１-２４１３ 

５．お申込み方法及び締切日 

申込書に必要事項をご記入の上、パスポートコピーを添えて、下記宛先へＦＡＸ又は郵送にてお申込み下さい。 
締切日 ２０２３年１１月１３日（月） （お申込みが遅れる場合はご一報をお願いいたします。） 

 

 
 
 

中部マーケティング協会  担当：古池・中川   https://www.cpc.or.jp/mg/ 
〒４６０－０００３  名古屋市中区錦２－１５－１５ 豊島ビル１１階 

TEL ０５２－２２１－１２６１  FAX ０５２－２２１－１２６５ 

第１回会合 

（結団式） 

２０２３年 

１１月２０日（月） 
１４：００～１７：３０ 

ガイダンス、参加者自己紹介、現地情報講演会、グループワーク 

第２回会合 

（講演会） 
１２月１３日（水） 

１４：００～１７：００ 
現地情報講演会、グループワーク 

第３回会合 

（壮行会） 

２０２４年 
１月１１日（木） 
１６：３０～１９：３０ 

行程最終確認、交流会 

セミナー 

実施 

１月２１日（日）～ 
１月２７日（土） 

【出発】 １月２１日（日） 中部国際空港発  ９：５０（CI１５１便） 
【到着】 １月２７日（土） 中部国際空港着 ２０：５０（CI１５０便）、到着後現地解散 

解団式 
２月２６日（月） 
１８：３０～２０：３０ 

報告書披露、交流会 

※詳細につきましては、都度書面にてご案内いたします。 

お申込み・ 
お問い合わせ先 

2023.8.7 

https://www.cpc.or.jp/mg/


中部マーケティング協会 行（FAX ０５２－２２１－１２６５）  ２０２３年   月   日 
 

 第２６回 海外マーケティングセミナー 参加申込書   

組 織 名 

フリガナ  

邦 文  

英 文  

所 属 ・ 役 職 名 

邦 文  

英 文  

参 加 者 氏 名 

フリガナ  生年月日 

邦 文  

     年    月    日 

英 文  

参 加 者 

勤 務 先 住 所 

〒    －      

 

TEL（    ）    － FAX（    ）    － 

E-mail  携帯番号 
          国際通話 

          （ 可・不可 ）

勤 務 先 で の 

連 絡 担 当 者 

（ご 本人以 外 ） 

フリガナ  
所属・役職 

 氏 名 
 

TEL（    ）    － FAX（    ）    － 

参加者自宅住所 

〒    －      

 

TEL（    ）    － FAX（    ）    － 

渡 航 中 の 

ご家族の連絡先 

 
※住所・ＴＥＬ・ＦＡＸは 

参加者と異なる場合にご

記入ください 

フリガナ  
参加者との続柄 

   氏 名 
 

住 所 

〒    －      

 

TEL（   ）   － 

FAX（   ）   － 

緊急連絡先（携帯） 

  （   ）   － 

パ ス ポ ー ト 
 あ  り（ ５年 ・ １０年 ） ＮＯ．                   ・申 請 中 

 取得年月日      年    月    日 ※パスポート残存有効期間：２０２４年７月末日まで 

保険（旅行傷害）  手配希望 ・ 希望しない（ご自身での手配） 喫煙区分 喫 煙 ・ 禁 煙 

ビジネスシート  希望する ・ 希望しない 国籍  

会話可能な言語 英  語  ・ 中 国 語  （日常会話程度が可能な場合に○をご記入ください） 

備 考 

 ※食事・健康上何か事務局へ留意希望がある場合記載してください。 

 

個人情報の取り扱いについて 
１．参加申し込みによりご提供いただいた個人情報は、当協会の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、当協会個人情報保護方針の内容

については、当協会ホームページ（https://www.cpc.or.jp/mg/）をご参照願います。参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれましては、内容をご確認、ご理解の

上、お申込いただきますようお願いいたします。 

２．お申し込みをいただいた方へは各種セミナーのご案内をお送りする場合がございます。 

３．個人情報の開示、訂正、削除については、以下の窓口までお問合せください。 

４．本案内記載事項の無断転載をお断りいたします。 個人情報に関する問い合わせ窓口  担当：齋藤  TEL０５２-２２１-１２６１ 

https://www.cpc.or.jp/mg/

